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［資料l
商業集中の影響(n)
加藤義忠
第2項消費者
一面では，消費者は自己の購買態度によって小売商業の集中過程に影響を
およぼすが，他面ではまた集中は消費者に次のような影善をおよぼす。「よ
く議論される商品取引の経営形態の動向は，とりわけ躁境変数（購買態度に
とっての一一著者）の変化の結果であるということを示している。それは，
一方では購買状況の態度を規定する部門的なパワーの前提となる生産物の物
理的な存在ないし提供であり，他方では流通経済の非常にきわだった変化，
(54) 
すなわち供給の集中とセルフサービス化，まさしく状況的な要素である」。
イデーは，商品配給の集中につれて消費者の市場見通しが改善され，また
衝動買いへの傾向も強まっているという見解を提示している。「商品供給の
集中は，購買過程における多様な節約にとっての技術的な前提条件を形成す
る。上述のような衝動的な購買態度は，広範に持続的な便益の創出をともな
った商品買物バスケットの獲得に必要な支出を最少にするのにふさわしいあ
(55) 
る種の取引方式を特徴づけるものである」。このような節約は， もちろんす
べての家計で認められるわけではない。必要な行動性と家計技術をもたない
家計は除外されている。
(54) Ihde, Gosta-Bernd: GroBenersparnisse der Distribution, Wiesbaden 1976, 
S.3. 
(55) Ebenda, S. 49. 
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衝動買い比率が変化する場合には，購買合理性が低下し，それとともにイ
デーによって仮定されたような利益から大きな不利益が生ずるというかたち
で（例えば，性能意識や品質意識の欠如），商品の便益評価が変化するとい
う点に留意しなければならない。
1. 供給状態
「強力な商業集中は，必然的に販売場所数の急激な減少と結ぴついていた
が，その数の減少によって最近，われわれの福祉社会において（部分的な）
過少供給のパラドックスについての議論が盛んにおこなわれるようになって
(56) 
いる」。ところで，ベルリンの商業研究所 (FfH)は，過少供給の問題群につ
いて詳細な調査をおこなった。そのさい，まずはじめに地方において食料品
についての供給状態が分析され，その後都市部でもなされた。最初の調査に
おいてすでに，過少供給の概念とともに生起する限定的な困難性が示されて
ぃ茫
客観的な指標（その地点に常設店が存在するかしないか，次に到達しうる
商店の距離，行商の供給源ないし農産物，年齢階層別の家計構造，住民の流
動性，居住地外での職業的活動）とならんで，主観的評価もまた消費者によ
って考慮される。その点では，商業研究所 (FfH)の研究は客観的な指標，
例えば集中性証拠のみを根拠とする研究ないし本質的に消費者の主観的な評
(58) 
価，それゆえ世論調査のみを根拠とする研究とは相遮している。すでに，商
業研究所の最初の調査から，特定の地域では食料品店のないところがしだい
に多くなっているという結論が引きだされている。しかし，商業研究所はこ
(56) Dichtl, Erwin: Der Mengenrabatt als Konzentrations-Elexier, ・ Preis-
politik der Hersteller nicht ohne Folgen, in: HB vom 21. 6. 1切6,S.17. 
(57) Forsch加 gsstellefur den Handel Berl切 (FfH)e. V. (Hrsg.) : Die 
Versorgung mit Lebensmitteln in liindlichen Gebieten der Bundesrepublik 
Deutschland, Berlin 1釘7,S.5f. 
(58) 例えば，次のものを参照せよ。 Dichtl,Erwin/ Bauer, Hans Hermann/ F切ck,
Gerhard: Die Versorgung mit Giitern des tiiglichen Bedarfs im Urteil von 
Verbrauchern, in : Die Betriebswirtschaft 1切8,s. 219--230. 
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のことを過少供給として一般化したわけではない。個々的な不利益が不利な
地理的な所与性につけくわわるときにはじめて，特定の家計の不十分な供給
についていいうるのである。 DIHTは，この結論を次のように定式化してい
る。「供給の劣悪な家計があるが， しかし供給の劣悪な集落あるいは地方は
(59) 
ないといってよい」。しかし， このような家計は地方のみならず都市区域に
(60) 
おいても確隠される。グライプルは下記のように主張している。このような
場所的集中はさらに進んでいるわけではない。というのは，分散的な販売網
をともなった集中形態は，ふたたぴ反集中的な場所的進出の強化にとっての
前提条件を形成するからである。興味深い大規模プロジェクトのために立地
(61) 
的な浬在能力が広範にくみつくされる場合には，とくにそうである。
2. 購買における無名性
なかでも，食料品小売商業の小経営が商業集中の犠牲になった。商業施設
は，住民への物質的な供給とならんで，「孤立化によって苦悩している主婦
が時々人々のなかに買物にやってきたいという願いにたぶんに示されている
(62) 
ような」社会的な機能をもっている。小規模経営の数的減少とともに，この
種のコミュニケーションセンクーが消減するのである。しかしまた，主婦と
ならんで病人や老人や自動車をもたない人々が，このような展開に当惑して
心~)
(59) ・ DIHT (Hrsg.) : Bericht 1980, Bonn 1980, S.109. 
(60) この点にかんしては下記のものをみよ。 Forsh岬 gsstelleJiヽrden Handel 
B“伽 (FfH) e. V. (Hrsg), a. a. 0., S. lllf. ; Dichtl, Erwin/ Beeskow, 
Werner/F切ck, Gerhard: Versorgungsprobleme von Verbrauchern, ein 
empirischer Stadt-Land-Vergleich, in: Handelsforschung heute, Festschrift 
zum 50jlihrigen Bestehen der Forschungsstelle fir den Handel, Berlin 
1切9,S.187. 
(61) Greipl, Erich, a. a. 0., S.16. 
(62) Dichtl, Erich: Grundziige der Binnenhandelspolitik, Stuttgart, New York 
1切'9.S.14. 
(63) Schmidjell, Richard: Einkaufen im Stadtzentrum-wie lange noch ?, in: 
Berichte zur Raumordnung und Raumplanung 4-5/1町5,S.37. 
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大規模ないし巨大なセルフサービス店の進出によって，顧客としての消費
者は広範に無名性におちいっている。顧客のみならず，ディスカウント経営
のセルフサービス百貨店や多くのスーパーマーケットの従業員もそうであ
る。人間的な関係や信頼関係は， 1日当り400人から500人の顧客が過重な仕
事を課せられているレジ係の側をたえず山のような商品をもって通りぬける
ようなところでは形成されえないといってよい。（それゆえに，以前には「完
全なセルフサービス」においては，商品に精通した店員が多くの助言と援助
をおこなうということは決してありえなかった）。たいていのディスカウン
ト経営の従業員はほとんど商品学的な教育を受けておらず，またしばしばレ
ジ周辺の監視人が敏速に人員整理するのを手助けするためにのみ，時間給の
「アルバイト青年」として配置される。大規模ディスカウント経営では，従
業員はいまなおかなり商品棚整理者およぴ運搬労働者としてのみ働いてい
る。ジュリウス・ヒルシュがすでに50年も前に「販売機械」として予言した
大規模経営の指導原理は，人件費の最小化と在庫回転数の最大化であるとい
った類いのことは，助言的な対応ならびにその他の人間的な対話的な接触に
は生じえないだけではなく，生じるはずもない。「缶詰の缶の支柱やバナナ
植物の天蓋や瓶の壁やソーセージの樹木は，そのなかですべての者が同時に
差別なく成長しうるような新しい田舎，合成的な故郷，計画的な空間を創出
する」。一言すれば，人間の盗癖もまた，彼らにおそいかかった商品の氾濫
にたいして道徳的な歯止めにはもはやなりえない。「在庫品目録との差額」
1.3彩。万弓l（そして「われわれには知覚できない」特別な従業員）によっ
て不法に持ちさられる額は，巨大百貨店コンツェルンにとっては年間5千万
マルク以上である。「人けがないということは実際的な損失一周知のテレ
ビジョン効果ーとなる。人的な接触は時代遅れとなり，おそらく将来にお
いては一一のぞきショウーでのように一スクリーンにすばやく商品の全体
像が映しだされ，厄介な在庫保持はたぶん完壁なものとなろう。購買は時代
遅れの領域になり，忘れさられ，こねたり焼いたり料理したりする運命にし
(64) 
たがうことになろう」。
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特定の消費者にとっては明らかに価格面の有利性をもっているけれども，
サービスの良くないディスカウント経営と大規模ディスカウント経営の進出
は，まったくあいまいな評価からなされている。労働組合サイドは当然のこ
とながら，このような価格面での利点は時間的，空間的，量的，経営形態特
有的かつ社会的な制約のもとで発揮されるということに注意を喚起してい
(65) 
る。このような重大な展開の1つだけをあげておこう。多くの大都市におけ
る商業網の間引きや停滞している経営の買収は，社会的に立地の良くない市
民にたいして，自分達の基本的な食料品を食料品店において，しかもそこで
(66) 
要求される価格で買い求めることを余儀なくせしめている。専門店の視点か
らみれば，差別化問題は商業と消費者にとって二重の否定的な結果を生ぜし
める。専門店はまず第1に，より高い仕入れ価格のうえに大量購入者の愛順
のために欽食代を支払わなければならない。それは大規模経営の価格水準に
およばないし，顧客がそこで「価格認識」について助言をあたえられるが，
しかし購入は助言とサービスを放棄した大規模ディスカウント店でおこなう
というように，経営経済学的に悪い状態にしばしば専門商人はおちいるわけ
である。それゆえ，なるほど多数の消費者は「差別化利益」を享受すること
になる。だが，「差別化はさらに報いられ，集中はいっそう推進せしめられ
(67) 
よう」。—悪循環。
3. 購入価格
本章のはじめにおいて，競争の度合いは商業集中が進行するのにつれて高
まるということが確認された。このことは価格推移についての結論がないと
(64) Strohmeyer, Klaus: Warenhiiuser. Geschicltte, Bliite und Untergang im 
Warenmeer, Berlin 1980, S.179, S.187. 
(65) Bamberg, Ulrich/He~, Gerhard (unter Mitarbeit von Klau11 Dieckhoff): 
.Aspekte strukturellen Wandels im Einzelhandel, Marburg 1如9,S.195-199. 
(66) Dichtl, Erwin: Der Mengenrabatt als Konzentrations-Elexier, Preispoli-
tik der Hersteller nicht ohne Folgen, in : HB vom 21. 6; 1切6,S.17. 
(67) HDE, a. a. 0., S. 14. 
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いうことではない。多数の消費者は，このような競争関係の強まりによって
(68) ・ 
短期的ないし中期的に利益をうる。そこから生じる価格面の利点は，なかん
ずくよりうまく利益を取得し，かつ活動的な消費者に利用されていることは
たしかである。彼らは，購入の一部を価格的に有利な提供を期待しうる大規
模経営形態の小売商業においておこなっている。グラウビッツとマースのい
うように，実際の価格的有利さはなるほど消費者のためになるということも
また疑わしい。一ーすなわち，「緑の草原」にある価格攻勢的な大規模ディ
スカウント店への往復に要するエネルギー支出と時間支出ならびに貯蔵コス
(99) 
トの上昇が考察にいれられるならは。
そのうえ，長期的には有利な価格は消費者に支持されないということが懸
念されている。次のことがまさに注目されなければならない。「排除がおこ
なわれた後で，現存の大規模コンツェルンはその間に獲得した地域的な市場
力を価格をふたたぴつりあげるために利用するにいたる。というのは，それ
(70) 
らは寡占的な市場において，実際の競争をきづかわなくてよいからである」。
寡占的な市場において有効な競争関係が支配しているかどうかは，もちろん
一般的には明白に答えられない。ホイスが指摘したように，寡占的に構成さ
(71) 
れた市場で激しい競争が存在しているのもまちがいない。
第8項販売代理人
卸売商業企業と小売商業企業の供給者や顧客のみならず販売代理企業や商
(68) Meyer, Paul W: Handeln oder auf Gesetze warten, in: Absatzwirtschaft, 
Heft 5/1976, S. 37. 
(69) Glaubitz, Jiirgen/Marth, Karlheinz:,,Selbstheilungskriifte" kontra 
Beschiiftigten-und Verbraucherinteressen: Zur Strukturkrise im Einzel-
handel, in: WSI-Mitteilungen 1978, S. 504. 
(70) Conzen, Fritz, a. a. 0., S. 394. 
(71) Heu/3, Ernst: Die Wettbewerbs-und Wachstumspolitik des Oligopols, in: 
Grundlagen der Wettbewerbspolitik, hrsg. von Hans K. Schneider, 
Schriften des Vereins filr Socialpolitik, Gesellschaft filr Wirtschafts-und 
Sozialwissenschaften, Neue Folge, Band 48, Berlin 1968, S. 50. 
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業補助業は，商業集中の進展に依存する。前者に合められるものとしては，
契約商業，商業代理業者（エージェント），商業仲買人，委託販売人，コミッ
(72) 
ション・エージェントがある。後者に含められるものとしては，広義の意味
では貨幣制度，銀行制度，株式制度，保険制度，広告産業，出版制度，狭義
(73) 
の意味では運輸業と保管業の商品管理的な領域の全休である。それに引きつ
づいて，商業集中の商業代理業と配給管理におよぼす影響について，事例を
しめしつつ析出することにしよう。
1．商業代理業
集中の進行は，商業代理業にとってはとくに本来の問題であるというわけ
ではない。卸売商業構造や小売商業構造と比較して，西ドイツにおける 7万
の商業代理業の構造はそれ自休，企業集中によっては特色づけられないので
•ある。なるほど，商業代理業にとってもまた，最上位の販売額階層 (50万マ
ルク以上）における計算上明白な相対的な企業集中が確隠されよう。商業代
理業の5％が，このような規模階層において総販売額の52％を集中したので
ある (1979年の商業調査と飲食店調査の結果）。しかし，最上位の規模階層
で活動する商業代理業の販売の主要な部分ないし平均的な取引は，卸売商業
と小売商業を的確に区分する規模基準である約203万マルクのところにあっ
た。それゆえ，当然のことながら「ベルリンのテーゼ」では次のように確恩
されている。 「あらゆる商業代理業は，われわれの経済組織と政治組織にお
(74) 
いて重要な機能をはたしている中小企業に属している」。
これにたいして，商業集中は商業代理業にとって重大な派生的な問題とな
っている。経済集中の経緯は，商業代理業の市場状況に永続的な影響をおよ
ぼすのである。その場合， 2つの影響領域が区別されよう。 1つは代理会社
(72) Schenk, Hans-Otto/Wolk, Andrea: Vertriebssysteme zwischen Industrie 
und Handel,・ Berlin 1971, S. 16-29. 
(73) Seyffert, Rudolf, a. a、0.,S.26. 
(74) CDH (Hrsg.) : Berliner Thesen der Handelsvertreter und Handelsmakler 
zur Wirtschafts-und Gesellschaftspolitik, Koln 1983, These 2. 
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における集中の影響であり，もう 1つは商業代理業の顧客における集中の影..... 
響である。「供給サイドで，商業代理業者にとって胴係者として問題になる..... 
企業の数が減少している。……しかしまた，需要サイドにおいて購買者とし
て問題になる会社の数も減っている。しかし，取引星が維持されるか，ある
いはいっそう拡大されるべきであるとすれば，購買者の諧在力は不可欠であ認 ................ 
商業代理業にとっては，供給サイドから生じる否定的な影善は代理会社の
共同（カルテル，共同販売）のみならず―とりわけー一代：理企業の提携に
依存している。生産者の垂直的集中，例えば製革工場と製靴工場と靴小売商
業の統合においては，個々の段階のあいだの商業代理業者にとってはもはや
余地が残されていない。ただ1つの販売機関を設置している大多数の生産者
の水平的集中においては，代理業の消失のみならず，ある地区にとっては全
体的な生産計画によってひきおこされる商業代理業の仲介の縮小が生じる。
生産者相互の合同によって，代理業者の存続に二重の驚異が生じている。つ
まり，代理業の数が減少し，同時に商業代理業者は1つないし少数の企業に
従属するにいたっている。ヨーロッパの色々な国々での生産者による「代理
業」の相互的な引受（ヨーロッパ共同化）は，商業代理業にとっては同様に
否定的な影響を意味する。それぞれの場合，産業的な共同と集中によって商
業代理業者にとっての取引可能性の低減が惹起せしめられる。それらは，中
(76) 
小生産会社の代理をすることをますます強いられるにいたる。．．．．．．．．．．．．．． 
需痙サイドから生じる否定的な影響は，これまで共同企業ないし合同企業
の代理をした個々の商業代理業のみならず，通例それに照応する営業部門
(75) Gembrys, Richard Paul: Vom Handelsvertreter zum Vertriebsunterneh-
men, in: Gedanken zur Unternehmensfilhrung. Beitriige ・ aus Theorie und 
Praxis, Betriebspolitische Schriften, Bd. 13, Berlin 1974, S.116. 
(76) Forschungsverband fur den Handelsvertreter-und Handelsmaklerberuf 
(Hrsg.) : Die Wirkungen der Konzentration auf die Handelsvertreter, Koln 
1971, S.1. 
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のあらゆるないしほとんどの代理業に関係している。とくに，産業企業なら
びに商業企業における購入結合（産業の購入提携，百貨店の購入本部と支店
経営，購入組合と購入団体，自由連鎖店）への傾向は，商業代理業にとって
顧客サイドにおける市場関係者の数を減少させる。注文と購入の集中傾向
は，商業代理業の排除を必ずしも意味するものではない。けだし，商業代理
業もまた購入共同体の連結商店になりうるからである。これらの商業代理業
はたしかに，増大しつつある手数料圧力と特別支払い圧力のもとにおかれて
いる。それらが引き渡し倉庫，運送機能と金融機能を引き受けなければなら
ないのはまれではない。商業（ならびに産業）で企業集中が進むのにともな
って，古典的な食品ブローカー機能を除去する構造変化が生ずる。 1つは，
商業制度が収縮せしめられ，品揃え形成や販売促進など，つまり全般的に制限
された諸機能にも従事する特有のスタッフが展開せしめられるからであり，
また食品プローカーにとってもそれらが費用のかさむものになっているから
である。商業制度の供給者との協議を購入組合における提供ないし制度の本
部購入のための提供に制限する傾向が存在している。しかしながら，それは
商業代理業者からある種の機能を奪取し，彼らを弱体化させ，おそらく彼ら
の利益を減少せしめることにもなろう。同時に，銘柄品産業の大会社が進出
しているが，それらは商品品目全体をマーケティング労働者によって集中的
に，あるいはさらにソフト商品・サービスが存在しているかぎり，委託販売
(77) 
でもって，また自立的なマーチャンダイジング会社をとうして提供しうる。
2. 配給管理
商品移動や商品保管の商品管理的活動は，いかなる企業集中も存在しない
典型的な経済においてもまたなされている。分業にもとづく交換経済におい
て日常的に生ずる無数の運送問題や保管問題によっては，生産者や商人や消
費者，また公的かつ私的な交通経営や交通補助経営（運送業，倉庫管理人，
荷積み監督官，船舶ブローカーなど）が一目で経済集中とりわけ商業集中と
(77) Grof,, Herbert: Das quartiire Zeitalter, Diisseldorf/Wien 1973, S. 119. 
56(250) 第 33巻第 3 号
の直接的な関連を認識することはできない。チェーンストアをのぞけば，商
業経営は商品管理的なたくさんの商品処理，例えば運送，荷揚げ，商品入
荷，包装，返品制度ならぴに商品棚や展示棚の整理と管理などの販売所内の
商品処理を引き受けている。個々の場合において，一連の商業経営にとって
は供給業者侮商品棚仲買人）への商品管理的処理の後方移転ないし顧客（セ
ルフサービスとセルフサービスによる持ち帰り，硯金持ち帰り）への前方移
転の課題がある。それぞれの場合においてもまた，商品管理的処理において
それぞれに照応する活動そのものを引き受けるぺきかどうか，あるいは他の
企業に移転するべきかどうか（「造るか， あるいは買うか」の問題）が吟味
されなければならない。
しかしながら，よくみれば，とくに大企業と共同的な商業グループから切
り放されている商品管理的な処理において激しい変化があらわれている。商
品移動と商品保管における合理化の利益を十分に活用するために，大規模倉
庫や中央倉庫がますます多く設立され，しかも自己の駐車場が拡張されてい
る。いわゆる汎用コンピュークー処理による最適保管場所割り当てを有する
高架棚倉庫や最適な道程計画による駐車場配備，これらは目下のところ，と
りわけ大企業によって利用されている合理化蓄積である。
商品管理的な合理化の利益をめぐる大規模経営の努力の背後には，非常に
異なった原因が存在する。若千のもののみをあげておこう。注文書をもちい
た注文処理，正確な品揃え管理と在庫変動管理，随時的な引渡し準備，高能
率の保管技術と包装技術の配備，大型運輸手段と新しい運輸補助手段（パレ
ットとコンテナ）の投入，小規模で， そのためにまとめ買い（「ワンストッ
プ•ショッピング」）をおこなう消費者の調達効率の集中，対照的な地域経済
の展開（供給の集中，消費者の分散と分離など）。イデーは，このような商品
管理的な変化の影響を次のようにまとめている。「そのさい， とりわけ商業
集中は少数の経営を配給経路において優位の状態にしたということが注意さ
れなければならない。選択された市場にかんするこのような『経路のゲート
番』のために，当該商業経営はあらゆる商品管理的処理の配給過程への実隊
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的な適応を強要されるにいたる。例えば，それゆえに供給方式が指定される
だけではなく，値付け，商品棚整理，販売行動などの追加活動が遂行されな
(78) 
ければならない」。
第3節都市建設への影響
商業は一一整合的ではないが一一実際の構造政策にたずさわっている。大
企業やショッピングセンターの「緑の草原」への立地は，居住構造と交通構
造を変化せしめる。
第1項都市内部の荒廃化
大規模小売商業経営の「緑の草原」への立地によって，通例中心地の小売
商業から購買力が奪い取られることになった。したがって，都心にある多く
の小売商業企業は，もはや自己の存続を維持しうる状態にはないといってよ
い。このような空間的な商業構造の変化によって，中心地において「荒廃化
(79) 
過程」が生じた。しかも，この過程は多くの場合，都市内部における交通事
情の悪化によって支えられている。消費者は自動車で目的地に到達すること
に，しばしばいちじるしい不便を感じる。そのときしばしば，彼らにはわず
かな駐車場空間しか用意されていないので，彼らはこのような購買区域をさ
けようとする。そこで，購買力は他の中心地へ移っていく。「たいていのセ
ルフサービス・マーケットが，都市周辺地域にある能率の良くない幹線道路
ぞいの駐車場を過剰に提供すれば，その場合都心における不十分な提供との
そこが先鋭化しよう。つまり，相対的な価値低下が絶対的な価値低下になる
(78) Ihde, G6sta-Bernd, a. a. 0., S. 61. 
(79) Fieseler, Herbert: Einkaufszentren nud Verbrauchermiirkte. Probleme 
und (beschriinkte?) Steuerungsm6glichkeiten durch das Planungsrecht, in : 
IzR 9/1切6,S.477. 
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のである」。
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よく嗅かれている都市内部での「荒廃化過程」は，たしかに少なくとも 2
つの要素，すなわち供給要素と都市的要素をもっている。セルフサービス百
貨店とショッピングセンクーによって引き起こされた購買力の都心から都市
周辺への誘導は，傾向的に都市内部の品揃えの「荒廃化」を生ぜしめる。生
活必需品や短期的に更新される商品はなにはさておき，都市内部ではもはや
十分な購買力と有効需要をみいだすことができない。都市内部での品揃え
は，この点で（のみ）不十分なものになる。同時に，都市内部では高度に専
門化された品揃えや限定的な品揃えにとってのチャンスは明らかに拡大して
いる。後ほど示されるように，とくにチェーンシステムやフランチャイズシ
ステムは，都市内部の歩行者専用区域における構造変化から利益をうるので
ある。
しかしながら，このような構造変化それ自体は「荒廃化」の一部とみなし
うる。なぜならば，歩行者専用区域は都心の特色をますますひどく破壊する
からである。つまり，それは実際に画ー化されており，代替されうるもので
ある。これとともに，第2の要素すなわち都市性が考察されなければならな
い。
あいまいな意味内容の都市性ということの背後に隠されている都市の多機
能性，多様な社会的交流可能性，自由な都市的生活様式の知らない部分や思
いがけない事柄との比較的縛られないコミュニケーションという観念，それ
らすべては明らかに法的に規制された閉店時間である 18時30分ごろないし
「短い」土曜日には14時ごろには日々消失ないし（死減）するのである。大
都市の日々の消失は，奇妙な時代錯誤を意味する。とりわけ，商品過剰の世
界において一一ここでは発達した資本主義諸国にかぎってみても一一颯燭の
輝きや「ライブ劇場」でもって自由な時間の増大を享受する人々に刺激とく
(80) • Hotzan, Jilrgen : Die Bedeutung der Erreichbarkeit unserer Stiidte fir 
den Handel aus der Sicht des Stadtplaners, in : BAG-Nachrichten 3/1981, 
s. 8. 
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つろぎを媒介しえた世界において，西ドイツではそのような都市的生活様式． 
は18時31分以降においては存在してはいけないということが，営業警察的に
監督されている。たしかに，それは実際にはひそかな暗示的なものではな
い。「夜間の大都市内部の活性化は，都市周辺地域と小規模自治体の機能性
の改善と同様に，開店時間の延長や役所とセルフサービス営業の夜間業務時
間によって促進されうるであろう。ちなみに，開店時間の変更は，伝統的な
商業中心地と新しい小売中心地とのあいだの機能的な分業をも容易にするで
(81) 
あろう」。それゆえに， 日常的に認められる都市的生活の「荒廃化」は閉店
時間法のあらわな結果であり，おそらく商業集中の影響とはいえないといっ
てよいだろう。より詳細にみると，ここでもまた特有の相互依存が明らかに
されよう。西ドイツの閉店時間法は，固定的な小売商業（と通信販売業）の
大企業を傾向的に助成している。それは流動的な小企業に不利益をあたえて
いる（百貨店コンツェルンも他の商業分野と同様に，現行の規制を支持する
のは理由のないことではない）。それゆえ，都市内部での「荒廃化」にとも
なった 2つの傾向，すなわち大規模商業経営の「緑の草原」での拡張と閉店
時間法の保護下にある都心での拡張があらわれている。
第2項歩行者専用区域の改造
近年，小売商業の立地序列において変化が生じた。比較的高いコストにも
かかわらず，ますます多くの小売商業企業が都市内部区域に立地している。
このことについては，とくに計画法の部分的改正にさかのぼらなければなら
ない（第2章第5節第2項をみよ）。
一連の地方自治体行政から認識されるように，都市の推移と小売商業の立
地政策とのあいだには関連がある。そのことから，都市内部がとりわけもっ
とも繁栄する可能性のある小売商業経営に役立つ場合にのみ，それは結局再
、(81) Tietz, Bruno : Konsument und Einzelhandel. Strukturwandlungen in der 
Bundesrepublik Deutschland von 1960 bis 1985, Bd. 1 und. 2, 2., neubear-
beitete und erweiterte Auflage, Frankfurt am Main 1973, S. 212. 
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(82) 
生され活気づけられるようになるということが確駆されよう。とくに，購買
者の吸引効化は都心区域への大規模小売商業経営の立地と結ぴついている。
このような効果には生業的な専門小売商業もまたかかわっている。「それは
歩行者専用区域によって大規模な百貨店の吸引効果に編入され，供給システ
(83) 
ムにおいて実際的な機能を支えている」。
DIHTの調査によれば， 1978年中葉にはおよそ475の歩行者区域があっ
（糾）．
た。さらに， 150がこの時期に計画されていた。「80年代の中ごろには，中規
模自治体と大規模自治体はそれぞれ少なくとも，歩行者専用区域を設置する
ようになるだろう。多くの小規模自治体もまた，それにつづいてそのような
(85) 
『吸引力』をもつようになろう」。
歩行者専用区域は，商業集中過程の原因と結果の相互依存にとっての典型
的な事例となっている。一面では，それは大規模経営と大規模経営的な商業
システム（チェーン企業，フランチャイズシステム，百貨店や大型専門店）
の立地にとって，原因としての役割をはたしている。これらの企業や企業グ
ループは，歩行者専用区域で非常に高くなっている地代を支払わなければな
らない状況にある。他面では，このような再評価された歩行者専用区域への
経営の意図的な立地は，小規模で一部分は以前から立地している商業経営の
(86) 
排除やそれとともに集中階層l[の増加をひきおこす。このような集中過程は
(82) Wolf, Jakob: KonzentrationsprozeB im Einzelhandel, in: De:r Verbrau-
cher 1/1切7,S.11. 
(83) o. V. : Der KonzentrationsprozeB im Einzelhandel. Auswirkungen auf 
den Mittelstand, die stiidtische und liindliche Versorgungsstruktur uxi.d den 
Stiidtebau, in : DBW 13/1切9,S.630. 
(84) DIHT(Hrsg.) : Bericht 1978, Bonn 1978, S. 103. 
(85) Horeb, Manfred: FuBgiingerzonen, in : Das groBe Lexikon fur Handel 
und Absatz, hrsg. von Bernd R. Falk/Jakob Wolf, 2. Aufl., Landsberg 
1982, s. 262. 
(86) これについては次のものを参照せよ。 Forsch虹 gsstellef“r de”Ha”del 
Berl切 (FfH)e. V. (Hrsg) : Die Bedeutung der F咄giingerzonen・ fUr den 
Strukturwandel ini Einzelhandel, Berlin 1切8.
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ほんの少し公表されているだけであるが，これは不動産仲介業の裏側におい
てとくに強烈に進行しているといってよ、い。不動産仲介業は，情報サービス
を歩行者専用区域の店舗所有者に意識的に提供する。そのような情報サービ
スには，顧客とその意図がたくみに示されている。「われわれの顧客Xの支
店網は，市場関係の恒常的な観察によって健全な前進をとげている」ないし
「われわれの顧客は，平均以上の地代を支払うのみならず改築費用や増築費
用を負担し，解約前払いや地代前払いを希望に応じておこなう」というよう
に記述されているので，以前から立地している店舗所有者は店舗「譲渡」へ
といざなわれる。このような静かな人目につかない商業集中一ーというの
は．それは通例小規模経営体に関連するので一ーは，たしかに契約の自由と
営業の自由の枠内でまったく合法的に遂行されている。とまれ，それはすで
に広範な類似点をもつにいたっており．元来都市の特性や固有の都市性に寄
与すべき歩行者専用区域の交換可能性に非常に役立っている。
第4節経済全体への影響
アルントによって，企業集中は同時にまたそれが創出する経済的な繁栄を
あやうくするという命題が提示されている。もしも，集中がそのような暗黒
の未来をもたらすものとすれば，商業集中の程度と全体的な経済の様々な目
的諸機能とのあいだにはどのような関連があるのだろうかというような批判
的な問題が設定されなければならないだろう。例えば，集中度が変化する場
(87) 
合，社会的生産物はどのように変わるのか，あるいは他のマクロ経済的な目
標規模，例えば物価水準ないし雇用水準はどのように関係するのかというこ
とが問われよう。
このような考察の目的は，どのような集中度の場合に，その時々のマクロ
(87) Borchardt, Knut: Zur Pr.oblematik eines optimalen Konzentrationsgrades, 
in,; Probleme der wirtschaftlichen Konzentration, hrsg. von Hans-Heinrich 
Bamikel, Darmstadt 1975, S. 194. 
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経済的な目的機能が最大限になるのかということを確定することにあった。
「かりに，個々の目的機能について述べられうるにしても，問題は目的比較
にあるだろう。というのは，多様な目的概念にはたしかにまったく多様な集
(88) 
中度が適正であるというのがわかるからである」。しかも，そのような分析は
目下のところ可能ではない。というのは，一方では目的諸機能の数量化が，
他方ではI~mまでの階層の変化から生じる肯定的影響と否定的影響の測定
の計算法が欠けているからである。それゆえ，応急策として集中と成長，集
中と物価水準，集中と雇用，集中と環境悪化という関係次元のみが問題とさ
れよう。
第1項成 長
まずはじめに，集中と社会的生産物の成長とのあいだの関係はどのように
なっているかを議論しよう。集中度と社会的生産物の大きさとの関係につい
(89) 
ては，文献的には多数の説明がなされている。
費用法則性についての関係づけがなされている。ボルチャルドは，例えば
費用理論的な評価について立ちいっている。それによれば，平均費用は経営
規模が大きくなるにつれて減少するが，しかし現代的な技術の可能性は，そ
の都度非常に大きな経営においてのみ利用されている。彼はさらに次のよう
にいう。原子的競争では未開発の技術が存在しえたが，集中度が高まるのに
(90) 
つれて社会的生産物は増大化しよう。しかし，商業にとってはこのような多
くの技術的な費用要素は，産業に比べて副次的な位置をしめているので，商
業におけるこのような評価は条件付きでのみ応用されうるにすぎない。
(88) Greipl, Erich, a. a. 0., S. 26. 
(89) 次のものをみよ。 Brandt,Karl: Konzentration und Wachstum, in; Die 
Konzentration in der Wirtschaft, hrsg. von Fritz Neumark, Verhandlungen 
auf der Tagung des Vereins filr Socialpolitik in Bad Kissingen 1960, 
Gesellschaft filr Wirtschafts-und Sozialwissenschaften, Schriften des 
Vereins fi.ir Socialpolitik, Neue Folge, Band 22, Berlin 1961, S. 250-257. 
(90) Borchardt, Knut, a. a. 0., S. 195. 
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第2章第1節第2項において叙述したシュンペークーの評価と事情は同じ
である。彼は，高度に集中化した産業ではまさしく技術的な進歩は非常に活
発であり，しかも社会的生産物の成長はその進歩に依存しているということ
から出発する。シュンペークーの評価も産業にかかわっているので，商業に
とっては条件付きの意義をもっているにすぎない。
投資政策もまた，社会的生産物の展開との関連において考察されなければ
ならない。なぜならば，投資が増加するのにつれて，社会的生産物の成長の高
まりが生じるからである。第2章第2節第1項3-2で確駆されたように，
大企業の投資量は小企業よりも大きい。このことから，商業においても大規
模企業休は投資に意欲的であり，またそれによって社会的生産物の成長が促
進されるということが導出されよう。したがって，商業集中によって社会的
生産物の成長が高められよう。しかし， このような立論はおそらく一般化で
きないだろう。「企業の規模は必ずしも，危険を覚悟して積極的にあるいは
とりわけ能力に応じて適正に投資するという効果と相関関係にあるわけでは
(91) 
ない」。
第2項物価水準
ここで提示されなければならない質問は，次のようなものである。商業集
中の程度と物価水準のあいだにはどのような関係があるのかということであ
る。ここでは，国民経済におけるあらゆる主要な価格の高さを表硯する物価
指数は物価水準でもって表示される。まずはじめに，社会的総生産物と小売
商業販売と卸売商業販売の物価指数を対置しよう（第28表）。
数字デークから明らかなように，卸売商業と小売商業にとっての物価指数
は1974年まで社会的総生産物の物価指数よりも低かったのである。しかしな
がら，商業に安定的な要素とみえるものが十分に確定的でないものとしてあ
らわれる。
(91) Ebenda, S. 199. 
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第28表社会的総生産物と小売商業販売と卸売商業販売の
物価指数
年次 小価指売商数業の物 卸の物売商価業指販数売 ！社の会物価的総推生移産物
1970年
， 
100 100 100 
1971 104.6 102.8 107.7 
1972 109.5 106.3 113.7 
1973 116.6 116.8 120.6 
1974 125.1 132.0 128.9 
1975 131.9 136.5 138.0 
1976 136.5 144.4 142.4 
1977 141. 7 147.0 147.7 
1978 145.2 145.8 153.0 
1979 150.3 156.0 ・ 158.7 
（出典）下記のものによりみずから算出。 StatistischesBundesamt 
(Hrsg.) : Statistisches Jahrbuch filr die Bundesrepub-
lik Deutschland 
集中度と物価水準との関係については明言しえない。企業の価格行動は，
企業がそのなかで行動する市場構造から生ずるものである。しかし，このよ
うな領域については法則性を明示することはできないであろう。
例えば，ここでは前述した寡占の市場行動を引きあいにだそう。価格理論
によれば，寡占はその行動において独占と一致し，それゆえ価格競争はなさ
れないという結論が導出されるが，他方ホイスは寡占においても激しい競争
的戦いが存在しうることを指摘している。
このことは，集中度と物価水準との関係にも転用できよう。ここでもま
た，関連は個々の場合においてのみ，帰納的な方法によって確認されうる。
第8項雇 用
商業において雇用されている人々にたいする商業集中の影響を検証するこ
とは，まった＜厄介なことといってよい。というのは，統計的につかめる従
業者数の動向の背後には様々な力，とくに一般的な景気や部門の景気に応じ
た変動ならぴに社会的な価値変容（女性の職業的活動，副業的活動，転職）
商業集中の影響(]I)（加藤） （259)65 
が存在しているからであるが，しかもそれらは間接的にのみ集中の展開と関
連しているのである。
小売商業全体では， 1960年の213万人から1979年の224万5千人への，それ
ゆえ約11万5千人ないし5.4％の従業者の持続的な増加がみられたが，このこ
とからまず第1に，しばしば懸念されている失業は企業集中の進行によって
は論証できないという想定が承認されるであろう（付録Xをみよ）。だが，
このような想定は，企業集中の進展の積極的な雇用効果について従業者数の
増加と企業数の同時的な減少から推論するのと同様に，早計にすぎよう。そ
こで，様々な分析が必要になろう。
付録Xで示されているように，従業者数の増加は主としてパートクイム労
働者の投入増加に起因する。 1960年の20万人から 1979年の50万1千人へのこ
の増加 (150.5％増）には，フルタイム従業者数の193万人から174万4千人へ
の減少（9.6％減）が対応している。このような推移は， とくに小売商業で
は生業的な事業主と補助的な家族構成員にみられた。小売商業でのフルクイ
ム従業者数は，同じ時期に少し増加（3.6％増）した。たしかに， この従業
者数はおもに労働組合によって懸念されている展開を反映している。つま
り，しばしば半熟練ないし完全に未熟な労働力としてのパートクイム労働者
によるフルタイム労働者の補充の増加である。 2つの否定的な影響がそれに
むすびついている。 1つは，パートクイム従業者によって提供される労働量
は，整理されたフルクイム労働場所でのそれよりもすくない。もう 1つは，
労働場所でのパートタイム従業者の可能性は通例，商業においてフルクイム
労働の場所を失った就業希望者とは別のたいてい低質な受取人に変化してい
(92) 
る。このような影響は，集中の進行と合理化の強化があいまって生じたもの
であるということができる。
少なくとも，傾向的に集中の影響を明らかにするためには，従業者数が時． 
系列的に販売額規模別に調査されなければならないだろう。第29表では，小
(92) Bamberg, Ulrich/He{3, Gerhard (unter Mitarbeit von Klaus Dieckhoff), 
a. a. 0., S.140 f. 
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年次
196碑
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978•> 
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第29表小売商業の従業者数
企業の従業者
10万年間マ販ル売ク額以上 1 10万年間マ販ル売ク頓以下 1 全 休
2,083,500人
2,105,500 
2,083,500 
2,090,000 
2,149,000 
2,127,000 
2,146,000 
2,157,000 
1,948,000人 245,000人 2,193,000 
1,946,100 
1,967,500 197,000 2,164,500 
1,973,300 
1,922,700 162,000 2,084,700 
1,885,700 
1,885,700 150,000 2,035,700 
1,893,500 
1,901,200 (140,000) bl (2,041,200) 
注） a) 1978年8月 b)推計値
11970年＝100
95 
96 
95 
95 
98 
97 
98 
98 
100 
98.7 
95.1 
92.8 
93.1 
（出典） BAMBERG,Ulrich/HESS, Gerhard, a. a. O.,S. A 68. 
売商業の小企業（年間販売額10万マルク以下）における従業者は分離して明
示されている。ただ， 1970年と1978年の時期における約42.9彩減という従業
者数のいちじるしい後退は，本質的にはその他のすぺての中企業と大企業に
おけるわずかな後退 (2.4彩減）よりもきわだっている。それとともに，少な
くとも（小売）商業での企業集中の展開の二重の影響についての指標は存在
しているといってよい。つまり，小企業における失業や（未熟な）パートク
イム労働力による（熟練した）フルクイム労働力の置き換えである。
第4項環壊悪化
いままでほとんど認識されなかったか，あるいはほとんど実証的に研究さ
商業集中の影響(JI)（加藤） (261)67 
れなかった商業集中の影響について，最後に言及しておこう。つまり，商業
の大規模経営と大規模経営的集中形態によって引き起こされている生態系の
悪化についてである。全体としての商業経営は，自然的な規則的循環におけ
る障害物の主導的な力ないし天然資源としての土地や水や空気の主たる利用
者にはけっして数えいれられないけれども，しかし大規模経営形態の拡大過
程の若千の展開は環境悪化を加速化せしめよう。ここでは，都市の密集地域
における商業企業について少し考察しよう。このように自然から奪取された
生活空間において，生態学的過程はたしかにすでに本質的に死減するにいた
っている。ここに立地する産業企業や個人的な家計とならんで，商業経営は
もちろん生態系の第3の攪乱要素を意味するといってよい。環境悪化へのそ
の関与は，都市空間においては比較的わずかであり，かつほとんど数量化し
えない。管理や文化や商業の中心地としての現代の大都市の典型的な多機能
性を，例えば買物行動ないしたんなる「ウインドーショッピング」行動への
私的な個人的交通による排気ガス汚染の原因とするのは正しくない。
「緑の草原」における統合されていないショッピングセンクーや大規模な
売り場をもつ商業経営では， それは異なっているようにみえる。規制主体
が， 1977年に改正され建設利用令の第11条第3項において，計画された大規
模な売り場をもつ商業経営によって空間的秩序と土地計画と都市建設上の展
開や秩序に「本質的な影響」が生じるかどうかという問題を精査することを
命じる場合には，とりわけ1974年3月15日制定の連邦環境影響保護法の第3
条i項， S項の都市建設上の環境影響や自然環境への影響もまたそれに数え
いれられている。いわゆる統合されていない商業経営形態に提供されなけれ
ばならない土地面積のすべてのヘククールによって，生活環境地域は生態系
を奪いとられている。コンクリート化や建造物で土地がおおわれていること
によって，大地の喚気にとって重要な生物の生存空間が取りあげられること
になる。開発によって最重要な酸素の生産がさまたげられ，また道路や駐車
場の建設ないしそれに対応する排気ガス放出，暖房や冷房あるいは非常に新
鮮な空気需要にともなう空気調節設備によって，大気は数倍悪化せしめられ
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ているのである。悪化の程度は正確には測定できないけれども，—それ
は，個々の場合には多くの要素，例えば立地の地域的特殊性，商業経営の集
中の規模と構成，モータリセャーションの程度，購買頻度に依存する一ーしか
(93) 
し傾向的に生じている環境悪化は理解されるにちがいない。
水分代謝の悪化は，もちろん簡単な事例でもって表現されうる。平均800
mmの年間降水量の場合，例えば総面積20ヘクタールのショッピングセンク
ーにおいては年間16万riの降水がある。このような降水量は，未開発の土地
ではわずかな部分だけ蒸発し，一部は植物によって吸収され，大部分は浸透
することによって地下水源の補充に貢献する。これにたいして，コンクリー
ト化された平面への降水は排水溝にたつし，人間や動植物によって直接的に
は利用されないのである。そのうえ，ショッピングセンターにおける水需要
による水分代謝の悪化がある。セルフサービス協会の計算によれば，ほんの
一例にすぎないが， 1979年には4,OOOrri以上の売り場面積のセルフサービス
(94) 
百貨店には，平均的に4,245rriの水需要があった。
とくに，大規模面積の商業経営も責任を負っている躁境悪化は，主として
問題地域においてはまた排気物産出や排気物除去ならびに原材料需要やエネ
ルギー需要によって生じている。ここでは環境悪化にかんして，商業におけ
る規模拡大と面積拡張が同時に，これまで予想されなかったような次元に導
いたということを指摘するだけで十分であろう。
最後になったが，それゆえにまたオーストリアの経済学者の下記のような
警告的な言葉はまじめに受け入れられなければならない。「いっそう進んだ
集中志向にたいしては，経済的かつ生態的根拠から規制がなされなければな
らない。…•••大規模経営についていわれている無数の点での明瞭な費用的な
(93) Kalveram; Gerhard : Okologie und Handel-dargestellt an ausgewiihlten 
Problemen der Umweltbelastung, unverllffentlichte Diplomarbeit, Duisburg, 
Oktober 1982, S. 16 f. 
(94) o. V. : ISB-Untersuchung: Energiekosten und Energieverbrauch der 
Selbstbedienungsgeschiifte 1978 und 1979, in : Selbstbedienung-Dynamik 
im Handel, Heft 11/1981, S. 13. 
商業集中の影響(I[)（加藤） （263)69 
利益は，環境本体を犠牲にして過度に獲得され，また容赦のない破壊に依存
(95) 
するということがますます明白に認識されるようになっている」。
第5節総括的概要
(95) Hruschka, Erich: Wettbewerbschancen fUr Klein-und Mittelbetriebe, 
Stuttgart 1976, S. 31. 
